
  

 

 

中学校では、今年度、大きな取組がありました。それは、「校則の見直し」です。校則の見直し

は、時代や社会の変化、生徒の実情に合っているかを検証し、必要に応じて変更するプロセスです。

そのために、生徒の皆さんは、意見集約、話合いを行い、それを受けて先生方も会議で検討し、夏

休み明けからは見直された校則のもと、生活しています。 

 過去に、道徳の授業で「なぜ私たちはルールを守らなければならないのですか。」「ルールがな

ければどうなるのか考えたことがありますか。」と質問したことがあります。すると、当時の生徒

は、「ルールがないと混乱する。不安になる。」と答えたように記憶しています。そこで、ルール

を守ることが、どれほど自分と周りにプラスになるのかを、伝えたいと思います。 

 

 

１ ルールを守ることによって、安定と信頼が生まれること。 

例えば、行事での活動を考えてください。ルールを守らず、好き勝手な準備をすると、事故や

ケガにつながります。また、好き勝手にやれば、準備や練習の進行やチームの連携が上手くい

かなくなるのは当然の結果です。 

２ ルールがないと、社会は成り立たないということ。 

もし、この世の中にルールがなければ、どうなりますか。誰もが自分のやりたいように生き

る世界をイメージしてください。きっと、社会全体が危険にさらされると思います。 

３ ルールがあることで、公正・公平な社会になること。 

例えば、テストでのカンニングです。カンニングをしないという、明確なルールがあるから

こそ、結果に対する評価が公正であると感じることができます。ルールがなければ、誰かが特

別扱いされるかもしれないし、逆に誰かがマイナス評価になる可能性も生じます。 

４ ルールを守ることは、自己管理能力を磨くことにつながること。 

例えば、遅刻をしない、授業中寝ない、夜遅くまでスマホをいじらないなどの自身の生活を

管理するためのルールを守ることで、自分をコントロールする能力を高めることができると思

います。 

５ ルールを破ることには、予測不能なリスクが伴うこと。 

例えば、交通違反から事故を起こしてしまうと、自分や他人に大きな被害を与えてしまいま

す。ルールを守らないことで、これまでの安定した結果が台無しになるかもしれません。 

 

 

 

ルールはただの制約ではなく「自由」を守るために必要なものだと私は考えます。定められたル

ールの中で、これからの生活をより充実したものにしてほしいと思います。これくらい守らなくて

もいいだろうが、学校生活を乱すことを忘れずに。 
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